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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Intraosseous venous structures adjacent to the jugular tubercle associated with an 
     anterior condylar dural arteriovenous fistula 
     （舌下神経近傍の骨内静脈構造とAnterior condylar dural arteriovenous fistula 
      の関連について） 
 
 
 Anterior condylar dural arteriovenous fistula（AC-DAVF）は舌下神経管近傍に発生する
硬膜動静脈瘻のサブタイプであるが、その発生母地となる静脈構造については詳細な検
討がされたことがない。本論文では舌下神経管の周囲の骨内に静脈構造が存在し、その
骨内静脈路がAC-DAVFの発生母地になっている可能性が高いことを明らかとした。 
 審査では、まず骨内静脈路の探索を行った未破裂脳動脈瘤症例では健常例に比べて選
択的バイアスが存在しないかが問われた。対象となった未破裂脳動脈瘤症例は高齢女性
が多いため集団全体に比べれば偏りがあるのは事実であるが、疾病を有しない健常例全
体を対象としての放射線学的な検討は困難であり、そうした選択バイアスが本研究に与
える影響についての検討は行っていないと回答された。次になぜこの骨内静脈路が今ま
で気づかれることがなかったかについて問われた。一般的に知られている多くの解剖構
造は解剖標本で検討されているが、こうした骨内を中心とした微細な静脈構造は解剖標
本で表層から容易に観察できない。また研究対象となったAC-DAVFを除けば、その臨床
的重要性も低く注目されてこなかったためと考えられると回答された。AC-DAVFにおけ
る症状や治療適応について問われた。脳表層の皮質静脈逆流を認めれば脳出血などの危
険があるため治療適応となるが、実際にはこの疾患では耳鳴りなどの良性の症状が中心
であり、その場合は患者の強い希望があれば治療を行うことがあると回答された。続い
てAC-DAVF疾患群で骨内静脈路の血栓化などに伴う経時的な変化を画像的に観察したこ
とがあるかが問われた。治療前後を除けば詳細な画像検査を行っていないため後方視的
に行った本研究では経時的な観察は行っていないと回答された。更に姿勢変換時の骨内
静脈路の血流動態を観察する手段があるかを問われた。過去には猿で姿勢変換しながら
上矢状静脈洞に造影剤を注入し透視下で下流の静脈路の経路の検討を行った方法や、エ
コーを使ってヒトで姿勢変換時の血流を観察した報告があると回答された。また通常CT
検査は臥位で行うが、立位・座位CTが施行可能になれば姿勢変換時の静脈動態をCT上で
観察可能になる可能性があると回答された。AC-DAVFの病態に関わる遺伝子的背景があ
るかも問われた。硬膜動静脈瘻は基本的には後天的な疾患でありはっきりとした遺伝子
的背景は指摘されていない。しかしその形成には血管新生などの過程が関わるためそう
した過程に遺伝的背景が関連する可能性はあると思われると回答された。最後に今回の
ような骨に関連した硬膜動静脈瘻がAC-DAVF以外にもあるかが問われた。その全部もし
くは一部骨内に形成されるような硬膜動静脈瘻は海綿静脈洞など他の領域でも観察され
その病因・病態は共通するものがあると思われると回答された。 
 以上、骨内静脈路の生理的な意義や病態などについて未だ不明な点が残るものの、舌
下神経周囲に骨内静脈路が豊富に存在し、その骨内静脈路がAC-DAVFの病因・病態に深
く関わっていることを明らかにした点で有意義な研究であると評価された。  
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